
映画の小箱
大統領専用機エアフォー

ス・ワンが八イジヤックさ

れる。家族への愛のはざま

に揺れながら、大統領自ら

テロリストに立ち向かう。
『エアフォ■ス・ワン』

国家の正義と愛を賭け
リーダーは戦士となる
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人
一公
は
大
統
領
で
あ
る
３
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
、
他

の
国
に
比
べ
て
、
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
が
映
画
に
頻
繁

に
登
場
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
も
っ
と
も
今
回
は
、

政
治
的
手
腕
と
い
う
よ
り
も
ア
ク
シ
ョ
ン
に
力
が
入

っ
て
い
て
、
目
の
前
に
迫
る
危
機
を
自
ら
ど
う
切
り

開
い
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、
こ
の
物
語
の
中
心
。

そ
れ
に
し
て
も
大
統
領
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
０
０
７

ば
り
に
体
を
張

っ
て
、
次
々
に
襲

っ
て
く
る
ハ
プ

ニ

ン
グ
を
突
破
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

し
か
も
、
こ
の
大
統
領
は
家
族
思
い
。
い
つ
も
政

治
的
判
断
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
家
族

へ
の
愛
情
を

大
切
に
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
こ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
理
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
政
治
的
に
優
れ
一
家
族
思
い
で
、　
い
ざ
危
機
と

な
れ
ば
、
自
ら
が
行
動
の
先
頭
に
立
つ
。　
　
　
　
一

そ
し
て
極
限
の
状
況
で
話
は
展‐
開
す
る
。
場
所
は

大
統
領
専
用
機

（
エ
ア
フ
オ
ー
ス
・
ワ
ン
）。
移
動
す

る
飛
行
機
の
中
で
、
事
件
は
起
こ
る
。
ど
こ
に
■
逃

げ
場
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
ど
う
脱
出
す
る
か
「
話
は

す
べ
て
、　
一
つ
の
限
ら
れ
た
空
間
に
あ
っ
て
、
ど
ん

な
知
恵
ｔ
勇
気
が
生
ま
れ
る
か
が
、
と
こ
と
ん
つ
き

つ
め
ら
れ
る
。

話
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
さ
れ
た
特
殊
部
隊
の
活

躍
に
始
ま
る
。
あ
る

一
人
の
男
が
捕
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
視
賀
会
が
始
ま
る
。
招

か
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ジ
ェ
ー
ム
ズ

。
マ
ー
シ
ャ

ル

（
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
オ
ー
ド
）
は
、
高
ら
か
に

「テ

ロ
リ
ズ
ム
に
は
屈
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
。
実
は
、

ロ
シ
ア
の
政

‐局
が
不
安
定
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
狙

っ
て
、
４
ワ
ン
・
ラ
デ
ク
将
軍

（
ユ
ル
ゲ
ン
一
プ
ロ

ホ
ノ
ァ
γ
が
―、
カ
ザ
ア
ス
タ
ン
と
い
テ
所
に
非
合
法

の
政
権
を
立
て
た
ず
彼
―ら
‐は
テ
ロ
，
ス
ト
の
集
団
な

の
だ
。
ロ
シ
ア
ば
か
，
で
な
く‐
＾
世
界
の
脅
威
と
な

ろ
う
と
し
て
い
た
ず
●

・　
　
一
　

・
一
一
●
●
●
●

．
ロ
シ
ア
大
統
領
は
ア
，
リ
カ
大
統
領
に
支
援
を
要

請
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
特
殊
部
隊
を‐派
遣
し
た
。

捕
ま
っ
た
男
と
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
リ
ー
ダ
ー
・
ラ

デ
ク
将
軍
そ
の
人
だ
っ
た
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
一

一
宴
か
ら
大
統
領
専
用
機
に
意
気
揚
々
一‐と
向
か
，
大
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統
領
。
専
用
機
に
は
、
彼
を
守
る
シ
ー
ク
レ
ッ
■
〓

サ
ー
ビ
ス
、
秘
書
、
乗
務
員
な
‐ど
に
加
え
て
、
大
統

領
の
要
グ
レ
ー
ス

（ウ

‐ェン
デ
′
一
ク
″
■
ツ

‐―ンＸ
一

娘
ア
リ
ス

（リ
ー
ゼ
ル
¨
マ
．シ
ュ
ト
ズ
γ
の
顔
し
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
特
別
に
許
可
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ

取
材
班
六
名
も
い
た
ｃ
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

を
取
材
す
る
た
め
に
、
同
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。や
が
で
大
統
領
専
用
機
エ
ア
．フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ン
は

ロ
シ
ア
を
離
陸
し
た
。
専
用
機
は
、
大
統
領
の
執
務

が
行
え
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
設
備
が
整
え
て
あ
る
。

飛
行
機
に
乗
，
込
ん
だ
瞬
間
に
、
次
々
と
大
統
領
ヘ

の
次
の
仕
事
が
待
ち
受
け
る
。
し
か
し
マ
ー
シ
ャ
ル

は
、
自
分
の
母
校
の
ラ
グ
ビ
ー
の
結
果
が
気
に
な
っ

て
仕
方
な
い
ｃ
部
下
に
ラ
グ
ビ
ー
の
ビ
デ
オ
を
観
る

一十
分
間
の
休
憩
を
宣
言
し
て
、
自
分
の
部
座
に
こ
も

つ
た
ｃ
そ
し
て
間
も
な
く
事
件
が
起
こ
る
。

同
乗
し
た
ロ
シ
ア
の
放
送
局
の
ク
ル
ー
は
、
実
は

テ
ロ
リ
ス
ト
の
一
味
だ
っ
た
の
だ
。
大
統
領
の
側
近

に
仲
間
を
持

っ
て
い
た
彼
ら
は
、
ま
ん
ま
と
専
用
機

に
テ
レ
ビ
取
材
班
を
偽

っ
て
間
入
。
機
内
に
常
備
し

て
あ
る
銃
器
を
奪
う
や
、
専
用
機
を
乗

っ
取
っ
た
¨

彼
ら
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
大
統
領
。
彼
を
人
質
に
、
一

日
分
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ラ
デ
ク
将
軍
を
解
放

さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
出
現
で
騒
然
と
す
る
機
内
で
、
シ

ー
ク
レ
ッ
ト

・
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
統
領
を
機
内
の
下

に
あ
る
脱
出
孔
に
連
れ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
専
用
の

力
ブ^
セ
ル
が
あ
る
。
カ
プ
セ
ル
は
発
射
さ
れ
た
ｃ

専
用
機
か
ら
大
統
領
が
脱
出
と
知
っ
た
テ
ロ
リ
ス

ト
は
愕
然
と
す
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
機
内
に
残

っ

た
者
を
人
質
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
向
か
わ
せ
、
リ

ー
ダ
ー
の
解
放
を
要
求
す
る
ｃ

テ
ロ
リ
ス
ト
の
要
求
は
す
ぐ
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

に
伝
わ
る
。
副
大
統
領

（グ
レ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
）
以

下
、
軍
の
司
令
部
が
結
集
す
る
。
こ
の
ま
ま
、
専
用

機
と
人
質
を
見
捨
て
る
の
か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
要
求

に
応
え
る
か
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
。
そ
こ
に
重
大
な

事
実
が
伝
わ
る
。
脱
出
用
カ
プ
セ
ル
に
は
、
大
統
領

の
姿
は
な
か
っ
た
。
大
統
領

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
妻
と

娘
と
仲
間
が
残
る
専
用
機
に
隠
れ
て
残

っ
た
の
だ
っ

た
。
緊
急
の
事
態
、
大
統
領
は
自
ら
テ
ロ
リ
ス
ト
に

立
ち
向
か
う
べ
く
、
立
ち
上
が
る
。

次
々
と
起
こ
る
難
関
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
。

こ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ィ
プ
の
あ

―り
か
た
と
、
娯
楽
的
な
シ
チ
ュ
エ
「
シ
ョ

ン
の
典
型
的
な
作
り
方
が
集
約
さ
れ
て
い
て
、
観
る

も
の
を
グ
４
グ
４
と
存
分
に
引
〓
込
み
、　
な
フ
省
フ

ド
キ
ド
キ
を
楽
し
ま
せ
て
・ぐ
れ
る
。　
ハ
リ
ッ
ン
・
フ

オ
■
ド
が
ま
さ
に
適
役
で
あ
る
「　
　
　
　
　
　
一
♪

:mi二
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